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□侮日がじゅくじゆくしているときは、
化を防ぐため、おふろやプールは控えるl

よいでしょう。シャワーはOKです。

l蒸れたとき臥傷口を洗って薬を

しいガーゼで覆います。ガー

で肌がかぶれないよう注意し

くなりま

庭でしっ

□ 湿しんがあると、とびひが広

保湿など家

恕磯鱒憂

′　∴＿　このサインに

J傷、虫刺され、あせも、

場所に、水ぶくれができている

lばのような水ぶくれがある

と伸の処置
とびひは症状が軽いうちに処置することが大切。水ほうやじゆくじゅくした傷口を見つけたら、

潅出液になるべく触らなしにと、皮膚のほかの部位につけないように保護することが大切です。

㌔、 W、仰融〆′

水気有L与かり取る

清潔なカーゼで、患部をすへて穫う。．蓋か　　　清潔なタオルで水気をふき取る8こすら

醐無へ　　ずタオ噂当てるようにしてふく0

皮膚が完全に乾いて色素沈着となるe　　　水ほうの皮膚がむけて軌いてくる。指示

色素沈着は1年くらいで自立たなくなる。　　　がなければ、ガーゼで覆う必要はない。
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週に1度、曜日を決めて

つめを切り、肌を傷つけ

ないようにする。

水ほうや、しゆくじゆくしている患部をせっ

けんで偉しく洗う。

抗生鞠鷺の量り雷奮量る
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「とびひ」ができやすい箇所
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髪の毛をかき分けて

頭皮をチェック

音やうなじ
しわを開いて

かじやひざの裏
ー性皮膚炎の

言出やすい所を
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とびひになってしまったら、汗をかい

たままにしたり、汚れた手で患部を触っ

たりしないことが大切です。外あそびや

食事の前後は、泡立てたせっけんで　子

どものつめの中までよく洗いましょう。

また、家庭で入浴するときは、シャワー

がお勧めです。湯船に入ると、水ほうが

つぶれて患部が悪化することも。患部が

乾燥したらOKです。
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泡立てたせっけんで、

円を描くように優しく

患部を洗う。
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□目・鼻の穴・
耳の裏・
唇の周り
赤くただれたり、黄色

いうみがついたりして

いないかチェック

□おなか・背中・
あきの下

小さなものを見逃さ

ずにチェック

ロおしりの周り

パンツ（おむつ）で

蒸れる、ウエストや

定の付け根部分を

、三セん甘いニこちにま．
ら軋ユ嵐、なっ打五、かりの＿＿りす鱒あいりちゃん。

廟堵ド発生を吉香い、r由五一ここちゃ定量言いまLFて

倒していて凍て、て欲しいんで、すね．

さあ　こ柾㍗・ヰW、して滋へ・頼。
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